
 

 

 

 

 
冒険しよう 

 

 

内 容：ダンボールハウス 

de キャンプ 

アウトドアクッキングなど 

開催日：12 月 5 日～6 日 

 ※1 泊 2 日 

対 象：小学 4 年生～中学 3 年生 

定 員：先着 20 名 

参加費：2,500 円 

（保険・食事代含む） 

締 切：11 月 25 日（水） 

場 所：研修センター 

（℡46-2900） 

担 当：小田 

 

 
 

 

 

望遠鏡を使って月などの星を観

察します。豪華賞品が当たるクイズ

大会も！ 

 

開催日：12 月 18 日 

    18:30～20:00 

対 象：どなたでも 

参加費：無料（予約不要） 

場 所：永田小学校 

担 当：山口 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＝文化村センター（宮之浦） 

℡ 42-2900 

＝研修センター（安房） 

℡ 46-2900 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

島内の小・中学生が書いた白谷雲水

峡・ヤクスギランド・大川の滝・千尋

の滝・田代ヶ浜についての作文を展示

します。 

開催日：11 月 4 日～11 月 18 日 

時 間：9：00～17：00 

入場料：無料 

場 所：文化村センター交流ホール 

   

 

口永良部島の自然・文化について

写真と詩を通して発表し、口永良部

島の暮らしぶりを紹介します。 

 

開催日：11 月 29 日～12 月 19 日

 （12 月１５日は休館）

時 間：9：00～17：00 

入場料：無料 

場 所：文化村センター交流ホール
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    研修センター 11／2（月）、11／16（月）、11／30（月） 

文化村センター 11／17（火） 

『第３回星空観察会』 『子どもは風の子キャンプ』 

『 平成２７年度屋久島 

レクリエーションの森保護管理協議会 

小・中学生作文展 』 

『口永良部島写真展』

休館日のお知らせ 



屋久島森のあそび場（報告） 担当：福元 

 １０月１０日に「秋の森 de おさんぽの会」を開催しま

した。 

 合計９組のご家族に参加いただき、屋久島らしいシトシ

ト雨の降る中で、おさんぽをしながら、自分だけの「秋の

宝箱作り」を行いました。自分だけ 

の宝箱を見せ合いながら嬉しそうに 

笑い合う親子の姿が印象的な森の 

活動になりました。 

 

自然に親しむ集い（報告） 担当：小田 

 １０月４日に「トロッコ道を歩こう～小杉谷の歴史 

ツアー～」を開催しました。 

 講師に小学５年～中学３年生まで小杉谷集落で生活 

されていた「若松昭男氏」をお招きして、小杉谷の歴史

やご自身の貴重な体験談をお話いただき、参加者の方も

興味津々で、質問や笑い声の絶え 

ないとても楽しいトレッキングと 

なりました。 

 

初めての屋久島空港、１０年以上も前のこと「やっぱり」と思った。「一ヶ月に３５日雨が

降る屋久島」、空はどんよりと雨模様。２泊３日、思えば、毎日雨だった。 

 水はＨ２Ｏ。重さ（中性子数）の違う三種類の酸素（Ｏ）と水素（Ｈ）があり、実は、重さの違う１８種類の

水が存在する。雨の水は夏（太平洋気団）軽く、冬（シベリア気団）重い。梅雨の雨は大陸の乾燥地帯の気団で

重い。屋久島では、黒潮が蒸発して中央に聳える御岳にぶつかり雨となるといわれる。ならば、一年中軽い雨か、

梅雨は！３年間調査した。夏は軽く、冬は重い。梅雨は重く、中部日本と同じだった。 

この雨が洋上のアルプス屋久島の自然を育み、世界自然遺産に登録されて今年２０周年を迎える。一方、昨年

は、世界遺産条約がユネスコ総会（１９７２ パリ）で採択されて４０周年だった。その記念事業の最終会合が

京都で開催され「京都ビジョン（２０１２）」が採択された。「世界遺産から生じる利益は、地域社会に公平に分

配されなくてはならない」「地域社会の持続可能な発展なくして世界遺産を守ることは困難」であり「保護にか

かわる地元」の重要性が呼びかけられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

～インストラクター便り～ 山登りのゴール  研修センター 小西 祐伸 

 登山の醍醐味と言えば、やっぱり頂上！と感じる人や、自然や風景を 

目的に登る方も多いと思います。屋久島の山では、更に「文化・信仰」 

を感じることができます。 

 屋久島には、山岳信仰である岳参りの習慣があります。この岳参り、 

集落によって目指す山が異なります。その為、屋久島の山中には多数の 

祠（ほこら）があります。岳参りではこの祠を目指して登ります。 

屋久島に来てから何度か岳参りに参加する機会がありました。いつか 

らか、山登りで目指すのは頂上ではなく、祠に変わってしまいました。 

祠は山頂にあることもあれば、山頂のちょっと下や大きな岩の隙間など 

に隠されていて、知らないと通り過ぎてしまいます。祠を見つけること 

はちょっとした謎解きのような楽しさもあります。 

 まだまだ出会っていない祠があります。一つでも多く出会うことが、 

今の屋久島での山登りの目標の一つです。 

 皆さんも、是非祠を目指して登山してみてはいかがでしょうか？ 

連載【屋久島を想う】104   「 これぞ、屋久島！ 」

研修センターインストラクター 中島 奈美 

 

屋久島といえば、どんな印象でしょうか。 

巨大な屋久杉に、雄大な山々、透き通った海… 

ひょっとしたら焼酎なんて言う人もいるかもし 

れません。 

私が屋久島で一番印象に残っているのが、タカの渡りです。台

風一過の秋空の下、1000 羽を超えるタカが次々と海の向こうへ

飛んでいく……一年前に来島したとき、そんな光景を見て島への

憧れが強まりました。上空で互いに糸を引くようにくるくると旋

回する鳥たちを見ている内に、その壮大さにすっかり心奪われて

しまったのです。まさかその数ヶ月後に島に移住しているとは思

いもよりませんでした。私の今の暮らしがあるのはこのタカの渡

りがきっかけといっても過言ではありません。 

屋久島は見る人によって様々な魅力がある宝の島だと思いま

す。この仕事を通して、一人でも多くの方に「これぞ、屋久島！」

と思えるものを見つけるお手伝いをしていきたいです。 

屋久島ファンクラブ会員募集 

公益財団法人屋久島環境文化財団では、屋久島の素晴らし

い自然や環境文化を未来に引き継ぐ為の様々な活動を支

援していただくために「屋久島ファンクラブ」の会員を募

集しています。 

年会費 2,000 円。各種特典があります（以下参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化村センター、研修センターで加入することが出来る

他、振込用紙でもお申し込み出来ます。 

※詳しくは、財団事務局にお問い合せ下さい。 

連絡先  Tel 0997-42-2911 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.yakushima.or.jp 

・フｨルムを使用したオリジナル会員証の贈呈
・機関紙「屋久島通信」を年３回送付 
・屋久島に関するガイドブック･グッズ等贈呈 
・文化村センター観覧料無料 
・「自然・文化体験セミナー」参加料割引 
・研修センターの受入受講料割引 
・屋久島世界自然遺産ワオンカード贈呈 

さらに更新者には 

・屋久島特産品等プレゼント（抽選） 
・「屋久島通信」バックナンバ-3 部贈呈 

安房前岳の祠、春牧区岳参り時に撮影 
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